
　
龍
ケ
崎
中
学
校
（
現
竜
ヶ

崎
一
高
）
の
創
立
は
明
治
33

年
（
一
九
〇
〇
）。
そ
の
2

年
後
に
野
球
部
が
誕
生
し
て

い
る
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
創

部
一
二
〇
周
年
の
節
目
の
年
。

こ
れ
に
照
準
を
合
わ
せ
、
硬

式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
（
飯
田
三

郎
会
長
）
が
平
成
30
年
6
月

に
記
念
誌
の
刊
行
を
企
画
し

た
。
一
二
〇
周
年
記
念
事
業

の
鎌
倉
克
彦
実
行
委
員
長
に

よ
れ
ば
、「
多
く
の
県
立
高

校
で
野
球
部
史
が
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、本
校
に
は
な
い
。

創
部
百
周
年
の
こ
ろ
か
ら
部

史
刊
行
の
機
運
が
盛
り
上
が

っ
て
き
た
」
と
い
う
。
そ
し

て
、
平
成
30
年
8
月
か
ら
毎

月
、
実
行
委
員
た
ち
十
数
名

が
同
校
の
白
幡
会
館
（
同
窓

会
館
）
に
集
ま
り
、
編
集
作

業
を
続
け
て
き
た
。

　
飯
田
会
長
は
、「
資
料
や
記

録
な
ど
は
割
愛
せ
ず
、
極
力

全
て
載
せ
よ
う
。
ま
た
、
本

校
野
球
部
に
ふ
さ
わ
し
い
記

念
誌
に
し
よ
う
」
と
の
編
集

方
針
を
掲
げ
、
実
行
委
員
会

を
指
導
し
て
き
た
。

　
さ
て
、
完
成
し
た
記
念
誌

は
ど
ん
な
内
容
な
の
か
―
―
。

　
書
名
は
『
Ｒ
の
軌
跡
一
二

〇
年　
龍
ケ
崎
中
学
・
竜
ヶ

崎
一
高
硬
式
野
球
部
史
』。Ｒ

は
、
草
創
期
か
ら
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
の
胸
に
記
さ
れ
た
マ
ー

ク
で
あ
り
、
歴
史
と
伝
統
の

象
徴
で
あ
る
。ま
た
、こ
の
Ｒ

マ
ー
ク
に
憧
れ
て
同
校
野
球

部
を
志
望
す
る
中
学
生
も
多

い
と
い
う
。
次
に
本
文
の
構

成
と
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

　
記
念
誌
の
巻
頭
を
飾
る
の

が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
企
画
だ
。

同
校
の
校
訓
・
校
歌
・
応
援

歌
や
学
校
の
沿
革
と
と
も
に

野
球
部
の
歩
み
を
概
観
し
た

後
、
Ｒ
の
軌
跡
を
今
に
伝
え

る
記
念
碑
や
数
多
く
の
優
勝

記
念
品
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

変
遷
な
ど
を
紹
介
。
さ
ら
に

は
先
に
述
べ
た
大
正
期
の
連

続
5
回
の
全
国
大
会
出
場
の

偉
業
や
記
憶
と
記
録
に
残
る

Ｒ
戦
士
た
ち
の
活
躍
な
ど
を

多
数
の
写
真
を
使
っ
て
視
覚

的
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章「
通
史
」で
は
、同

校
の
百
周
年
記
念
誌
を
底
本

と
し
な
が
ら
、
新
た
な
写
真

や
直
近
20
年
間
の
記
録
を
加

え
て
、
野
球
部
の
歩
み
を
詳

し
く
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
高
校
球
児
た
ち
に
も
触

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治

か
ら
大
正
の
黄
金
期
を
活
写

し
た
貴
重
な
本
で
あ
る
市
原

廣
吉
著
『
優
勝
五
ヶ
年
・
龍

中
野
球
関
東
覇
権
時
代
』（
昭

和
27
年
刊
）
と
相
原
言
三
郎

著
『
黎
明
時
代
の
龍
ヶ
崎
一

高
野
球
部
』（
昭
和
51
年
刊
）

も
再
録
し
て
い
る
。

　
続
く
第
二
章「
試
合
記
録
」

で
は
、
明
治
か
ら
昨
年
の
秋

の
大
会
ま
で
の
試
合
記
録
を

網
羅
す
る
と
と
も
に
、「
茨

城
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
紙

面
700
点
超
を
収
録
。
第
三
章

「
一
二
〇
年
の
部
員
た
ち
」で

は
、
歴
代
部
長
・
監
督
名
簿

な
ど
と
と
も
に
、
部
員
の
名

簿
と
部
員
た
ち
の
証
言
・
未

来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
い

う
べ
き
100
本
以
上
の
寄
稿
文

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
本
記
念
誌
の
特
徴

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
第
四
章

の
特
別
編
集
企
画
「
Ｏ
Ｂ
監

督
・
部
長
座
談
会
」
だ
。

　
同
校
野
球
部
に
は
、
卒
業

後
大
学
に
進
み
、
高
校
教
諭

と
な
っ
て
野
球
部
の
指
導
に

当
た
っ
て
き
た
人
が
延
べ
25

名
も
い
る
。現
在
、専
修
大
学

松
戸
高
校
野
球
部
の
監
督
・

持
丸
修
一
さ
ん
が
そ
の
第
一

人
者
だ
。
持
丸
さ
ん
は
、
選

手
と
し
て
昭
和
41
年
に
甲
子

園
に
出
場
し
た
ほ
か
、
コ
ー

チ
・
監
督
と
し
て
も
母
校
を

3
度
甲
子
園
に
導
い
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
後
監
督
を
務
め

た
藤
代
高
校
、
常
総
学
院
高

校
そ
し
て
現
在
の
専
大
松
戸

高
校
を
含
め
4
校
全
て
を
甲

子
園
に
導
い
て
き
た
名
将
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
持
丸
さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｏ

Ｂ
た
ち
が
指
導
し
て
い
る
学

校
は
今
も
茨
城
・
千
葉
・
栃

木
・
群
馬
に
多
数
あ
り
、
毎

年
秋
に
は
15
校
程
度
が
出
場

し
て
「
Ｒ
カ
ッ
プ
（
竜
ヶ
崎

一
高
杯
）
野
球
大
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　
座
談
会
で
は
、
9
名
の
Ｏ

Ｂ
監
督
・
部
長
が
出
席
、「
野

球
部
で
何
を
学
び
、
指
導
者

と
し
て
何
を
伝
え
る
か
」
と

題
し
、
高
校
時
代
の
思
い
出

（
今
だ
か
ら
話
せ
る
苦
労
話
）

に
始
ま
り
、
な
ぜ
指
導
者
に

な
っ
た
の
か
、
指
導
面
で
心

掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語

り
合
っ
て
い
る
。

　

鎌
倉
委
員
長
は
、「
編
集

に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
誌
の
刊
行
を
Ｏ
Ｂ
や
関
係

者
に
先
行
案
内
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
企
業
・
団
体
・

個
人
の
方
々
か
ら
予
約
と
協

賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

　
記
念
誌
は
、
茨
城
県
内
の

約
100
の
高
校
と
県
南
地
区
の

約
80
の
中
学
校
に
寄
贈
す
る

ほ
か
、
協
賛
し
て
く
れ
た
多

く
の
方
に
も
納
本
。
現
在
の

部
員
た
ち
に
も
歴
史
と
伝
統

を
伝
え
、
未
来
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
早
速
こ
の
３
月
に
卒

業
し
た
部
員
に
贈
呈
し
た
。

今
後
の
卒
業
部
員
に
も
贈
呈

す
る
予
定
だ
が
、
数
に
限
り

が
あ
る
も
の
の
希
望
者
に
は

頒
布
に
も
応
じ
て
く
れ
る
と

い
う
。（
1
部
1
万
円
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、Email

： 
ryuichibc@gmail.com

ま
た
は
、☎
090・８
８
７
４
・

６
７
８
０
鎌
倉
さ
ん
ま
で
。

完
成

　
第
94
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
春
の
甲
子
園
大
会
）
が
開
幕
を
迎
え
、い
よ
い
よ
球
春
到
来
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
茨
城
県
の
高
校
野
球（
正
確
に
い
う
と
当
初
は
中
等
学
校
野
球
で
あ
る
が
）の
歴
史
を
創
始
し
た

学
校
は
ど
こ
か
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？　
答
え
は
、
小
紙
配
布
地
域
に
所
在
す
る
茨
城
県
立
竜
ヶ

崎
第
一
高
等
学
校
で
あ
る
。
同
校
の
前
身
で
あ
る
龍
ケ
崎
中
学
が
、
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
に
大
正
7

年
の
第
4
回
大
会
か
ら
5
年
連
続
出
場
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
同
校
野
球
部
は
そ
の
後
、
昭
和
・

平
成
も
含
め
三
時
代
に
わ
た
り
計
10
回
、甲
子
園
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。「
古
豪
に
し
て
強
豪
公
立
校
」、

そ
れ
が
竜
ヶ
崎
一
高
野
球
部
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
同
校
野
球
部
の
創
部
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
を
ま
と

め
た
百
二
十
周
年
記
念
誌
が
先
ご
ろ
完
成
し
、
本
県
高
校
野
球
関
係
者
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

▶
120
年
の
歴
史
の
な
か
で
多
く
の
記
録
と
記
憶
を
残
し
た

▲
5
回
連
続
全
国
大
会
出
場
を
成
し
遂
げ
た
大
正
期
の
R
戦
士
た
ち

▶
A
４
判
、上
製
箱
入
り
。本
文
920

ペ
ー
ジ
の
大
部
の
本
と
な
っ
た

◀
熱
戦
を
報
じ
る
新
聞
紙
面
を
多
数
掲
載

し
て
い
る

◀「
Ｏ
Ｂ
監
督
・
部
長
座
談
会
」
も
収
録
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け
、
紙
面
で
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
を
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。


